
【資料２】 

空港除雪の省力化・自動化に向けた実証実験検討委員会 

規 約（案） 

  

（設置の目的）  

第１条 空港除雪の省力化・自動化に向けた実証実験に係る公募要領の検討、実証実験参加 

者の選定、実施内容の検討及び結果の評価について、委員から意見を聴取し、実証実

験を的確に実施するとともに実装に向けた課題を抽出することを目的として、「空港

除雪の省力化・自動化に向けた実証実験検討委員会」を設置する。  

  

（本委員会の構成）  

第２条 本委員会は、委員会の長（以下「委員長」という。）及び委員をもって組織する。  

２ 委員長は、事務局から推薦し、委員の承認によってこれを定める。  

３ 委員長は、本委員会を統括する。  

４ 委員の構成は、別紙に掲げる者とする。  

５ 本委員会は、必要に応じて委員の追加を行うことができる。  

６ 本委員会は、必要に応じて参考人のヒアリングを行うことができる。  

７ 委員長に事故があるときは、委員のうちから委員長が指名する者が、その職務を代

理する。  

  

（本委員会の開催）  

第３条 本委員会は、全委員の三分の二以上の出席をもって成立する。  

２ 委員会は公開を原則とし、委員長の判断により非公開とすることができる。  

  

（事務局）  

第４条 本委員会の事務局は、国土交通省航空局航空ネットワーク部空港技術課に置く。  

  

（守秘義務）  

第５条 委員は、委員会を通じて知り得た秘密事項を漏らしてはならない。その職を退いた

後も同様とする。  

  

（雑則）  

第６条 この規約に定めるもののほか、本委員会の運営に関し必要な事項については、本委

員会で定めるものとする。  

  

附 則  

１ この規約は、令和２年１０月２１日から施行する。  
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空港除雪の省力化・自動化に向けた実証実験検討委員会 
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大村 裕康     桜美林大学 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学群ｱﾋﾞｴｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学類 教授  

 

菅沼 直樹     金沢大学 新学術創成研究機構 未来社会創造研究コア 教授  

 

二瓶 朋史    航空局 総務課 政策企画調査室 室長 

 

小池 慎一郎  航空局 航空ネットワーク部 空港技術課 課長 
 

 


